
（１）病害虫の発生パターン (発生には年次変動があるので必ず状況を確認すること）

害虫の発生パターン（成虫の飛来消長。幼虫の発生とはズレがある）

アブラムシ類 ネギアザミウマ

ミナミキイロアザミウマ ヒラズハナアザミウマ

ハモグリバエ類 ハスモンヨトウ

シロイチモジヨトウ ヨトウガ（ヨトウムシ）

タバコガ オオタバコガ

カブラヤガ（ネキリムシ） ハイマダラノメイガ（ダイコンシンクイムシ）

114 5 6 7 8 9 10 11 4 5 6 7 8 9

4 5 6 7 8 9 10 11

10

11

4 5 6 7 8 9 10 11

5 6 7 8 9 104 5 6 7 8 9 10 11 4

10 11

4 5 6 7 8 9

10 11 4 5 6 7

115 6 7 8 9 1010 11 4

8 9 10 11

4 5 6 7 8 9

54 4 5 6 711109876

8 9

ネギ、アスパラガス等では

増加し続ける

暖冬の場合、さらに飛来ピークがある

ナモグリバエ

トマトハモグリバエ

マメハモグリバエ

露地でも、トンネル被覆内では
幼虫による加害が続く



ワタヘリクロノメイガ（ウリノメイガ） コナガ

モンシロチョウ(アオムシ) ヒメフタテンヨコバイ

病害の発生増加パターンと重点防除時期（発生量の増加しやすさを表した）

レタスの病害
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冬レタス
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トンネル被覆開始 春レタス △ ---

灰色かび病

菌核病

斑点細菌病
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定植 収穫
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幼虫による加害が続く
冬期も幼虫による加害

が続く

植え遅れた場合、苗床～
定植直後から多発状態に
なる

年内どり
年明けどり 春どり

連続的な降雨、暖冬により定植
後から多発する年がある

年内どり 年明けどり
春どり

年内どり

年明けどり

春どり

降雨の状況を見て、初発時から定
期的に薬剤防除する

年内どり、年明けどりでは
定植後と定植30日後に薬剤防除する



モザイク病（えそ輪紋症状）

タマネギの病害（普通栽培）

--
定植

べと病

白色疫病

腐敗病

ネギアザミウマ
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えそ輪紋症状が発生
しやすい時期

年内どり

年明けどり

春どり

定植時にアブラムシ類対象のセルトレイ

処理剤を施用する
アブラムシ類の発生に従い防除する

秋季から冬季が高温で経過すると越年罹病
株が発生を助長するので、年内から増加期
にかけて定期的に薬剤防除する

2月～3月頃の連続的な降雨で増加しやすい。発
生を認めたら定期的に薬剤防除する

厳寒期に1～2回、薬剤防除する。3月以降は、降

雨や発生の状況を見て定期的に薬剤防除する
ネギアザミウマの食害を防止する

無霜地帯等の温暖な地
域では1月から増加が盛
んになる年がある

定期的に薬剤防除する

主に11月のアブラムシ類の発生が多

い年では多発生しやすいので防除を

徹底する


